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平
和
へ
の
祈
り
を
こ
め
て

町
で
は
現
在
、
陸
上
自
衛

隊
武
器
学
校
の
東
側
約

4
・
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
「（
仮
称
）

霞
ヶ
浦
平
和
記
念
公
園
」
と
し
て

整
備
し
て
い
ま
す
。
こ
の
敷
地
内

に
は
、
平
成
21
年
度
開
館
を
目
標

に『（
仮
称
）予
科
練
平
和
記
念
館
』

の
建
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

4
・
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地
買
収

は
既
に
終
了
し
、
公
園
整
備
は
国

庫
補
助
事
業
で
進
め
て
お
り
、
近

隣
公
園
部
分
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
12

月
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。

『（
仮
称
）予
科
練
平
和
記
念
館
』

は
、「
歴
史
に
学
び
、
平
和
に
つ

い
て
考
え
、
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
る
場
」
で
す
。
陸
上
自

衛
隊
武
器
学
校
内
の
「
雄
翔
館
」

と
も
連
携
し
、
予
科
練
平
和
記
念

館
と
行
き
来
で
き
る
よ
う
な
形

で
、
一
体
的
に
運
営
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

今
月
号
か
ら
、『（
仮
称
）
予
科

練
平
和
記
念
館
』
に
展
示
す
る
た

め
収
集
し
た
資
料
の
紹
介
を
中
心

に
、
進
ち
ょ
く
状
況
等
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
定
期
的

に
『（
仮
称
）
予
科
練
平
和
記
念

館
』
に
つ
い
て
連
載
し
て
い
く
予

定
で
す
。

第
1
回
目
は
、
予
科
練
の
歴

史
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（仮）よかれんへいわきねんかん

シリーズ連載 第1回

予科練の碑（武器学校内）



図
書
館
で
収
集
資
料
を
展
示
し
ま
す

昔
の
資
料
を
収
集
し

て
い
ま
す

『（
仮
称
）
予
科
練
平
和
記

念
館
』
で
は
、
基
地
と
向
き

合
い
発
展
し
て
き
た
町
の
歴

史
を
学
び
、
広
く
後
世
に
伝

え
て
い
く
と
と
も
に
、
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
場
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

現
在
も
資
料
の
収
集
を
行

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
の

歴
史
に
関
す
る
資
料
や
体
験

談
な
ど
お
持
ち
の
人
、
予
科

練
生
と
阿
見
町
の
関
係
が
わ

か
る
よ
う
な
写
真
や
手
紙
な

ど
を
お
持
ち
の
人
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
生
涯
学

習
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
今
年
度

は
戦
争
を
体
験
さ
れ
た
方
々

の
記
録
映
像
を
撮
影
す
る
予

定
で
す
。

来
月
は
所
蔵
資
料
か
ら
予

科
練
生
の
制
服
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

町
に
あ
っ
た
二
つ
の
海
軍

航
空
隊

太
平
洋
戦
争
当
時
、
阿
見
町

に
は
海
軍
の
基
地
が
二
つ
あ
り
ま

し
た
。

ひ
と
つ
は
現
在
の
茨
城
大
学

農
学
部
一
帯
に
あ
っ
た
「
霞
ヶ

浦
海
軍
航
空
隊
」
で
す
。
大
正

10
（
1
9
2
1
）
年
に
飛
行
場
が

開
設
さ
れ
、
翌
年
航
空
隊
が
置
か

れ
ま
し
た
。
今
か
ら
77
年
前
の
昭

和
4
（
1
9
2
9
）
年
8
月
19
日

に
は
、
ド
イ
ツ
の
巨
大
飛
行
船
ツ

ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
が
世
界
一
周
中

に
ア
ジ
ア
で
唯
一
着
船
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
霞
ヶ
浦
湖
畔
（
現
在
の

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
一
帯
）
に

は
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
の
水
上
班

3 人と自然がつくる楽しいまちーあみ

（
水
上
機
※
の
訓
練
所
）
が
あ
り
、

後
に
独
立
し
て
「
土
浦
海
軍
航

空
隊
」
と
な
り
、
終
戦
ま
で
海
軍

飛
行
予
科
練
習
生
（
通
称：

予
科

練
生
）
の
基
礎
教
育
が
行
わ
れ
ま

し
た
。予

科
練
の
歴
史

「
若
い
血
潮
の
予
科
練
の
…
」

と
『
若
鷲
の
歌
』
に
歌
わ
れ
た
予

科
練
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、

日
本
の
海
軍
が
航
空
機
が
主
戦
力

と
考
え
、
優
秀
な
若
者
に
早
く
か

ら
操
縦
技
術
を
習
得
さ
せ
、
熟
練

し
た
搭
乗
員
を
多
く
育
て
よ
う

と
し
、
少
年
航
空
兵
の
養
成
機

関
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
の
中
学
か
ら
高
校
生
の

年
代
に
あ
た
る
若
者
が
、
厳
し
い

試
験
を
く
ぐ
り
抜
け
て
全
国
か
ら

集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
二

年
半
（
甲
種
は
一
年
半
）
勉
学
に

励
み
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く

鍛
え
ら
れ
た
後
、
練
習
生
と
し
て

操
縦
要
員
・
偵
察
要
員
・
射
撃
要
員

な
ど
の
進
路
別
に
各
地
の
部
隊
で

訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
飛
行
訓
練

に
は
赤
ト
ン
ボ
の
愛
称
で
呼
ば
れ

た
二
枚
羽
根
の
飛
行
機
が
使
わ
れ
、

こ
れ
に
乗
る
練
習
生
の
姿
は
制
服

姿
と
と
も
に
当
時
の
少
年
た
ち
の

あ
こ
が
れ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

予
科
練
生
の
教
育
は
、
昭
和

5
（
1
9
3
0
）
年
、
神
奈
川
県

横
須
賀
市
追
浜
に
あ
っ
た
横
須
賀

海
軍
航
空
隊
に
お
い
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、
隣
接
す
る
基
地
の

騒
音
問
題
や
予
科
練
生
が
増
加
し

た
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
昭
和
14

（
1
9
3
9
）
年
、
霞
ヶ
浦
湖
畔

に
あ
っ
た
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
の

水
上
班
の
敷
地
を
拡
張
し
て
移
転

し
て
き
ま
し
た
。

翌
年
に
は
「
土
浦
海
軍
航
空

隊
」
と
し
て
独
立
し
、
終
戦
ま
で

の
約
6
年
間
で
数
万
人
の
予
科
練

生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

予
科
練
の
入
隊
者
は
全
国
で

約
24
万
人
、
う
ち
卒
業
生
は
約
2

万
4
千
人
で
し
た
が
、
そ
の
お
よ

そ
8
割
が
戦
争
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
戦
局
が
厳
し
く
な
る
中
で
、

予
科
練
卒
業
生
の
多
く
が
日
本
を

守
る
た
め
に
特
攻
兵
と
し
て
若
い

命
を
投
じ
て
い
っ
た
の
で
す
。

終
戦
時
に
は
予
科
練
教
育
の

場
は
全
国
24
か
所
に
広
が
り
ま
し

た
が
、
そ
の
中
心
は
施
設
の
整
っ

た
土
浦
海
軍
航
空
隊
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
今
で
も
阿
見
町
は
『
予

科
練
揺
籃ら
ん

の
地
』
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

★

※
水
上
機：

機
体
下
部
に
フ
ロ
ー

ト
を
備
え
、
水
上
か
ら
も
離
発

着
で
き
る
飛
行
機
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問い合わせ　教育委員会生涯学習課 888－1111（327）

■
『
予
科
練
展
』
で
収
集

資
料
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す

下
記
の
期
間
、『（
仮
称
）予

科
練
平
和
記
念
館
』
に
展
示

す
る
た
め
収
集
し
た
関
係
資

料
の
一
部
を
展
示
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
図
書
館
に

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

期
間

8
月
2
日
（
水
）
〜
15

日
（
火
）

場
所

図
書
館
2
階
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
視
聴
覚
室

展
示

写
真
を
主
と
し
、
当
時

使
用
さ
れ
た
制
服
・
用
品

な
ど

阿見原に着船したツェッペリン伯号

帽子（右写真）、七つボタンの制服（中央写
真）、ジョンベラ（セーラー服）（左写真）


